
学習の進め方

フリガナの読み方

音の特徴と発音のこつ単語例発音記号フリガナ

本来は「あいまい母音」の「ァ」の発音だが、スペルを覚えるのを補助するた
め、文字に従って読む（”i”は「ｨ」）。ただし弱く、あいまいに発音。ə*

「ト」というと「ォ」の母音が残るので、軽く「ゥ」を添え、口を中立にして、母音
を消す。

tトゥ

「ウ」の口の形をしてか「ラ」と発音する。こうすると、舌が口内のどこにも触
れないうちに音が出る。

r_ｩラ

日本語のラ行の子音の音。舌の先を上前歯の歯茎に当てたまま息を出す。lラ

驚いて「キャー」と言うときの「ア」。 「エ」の口の形をして、「ア」と言う。æｪア

ABCの”C”の音。「シ」と書くとshe（「シー」）の音と混同するので、斜体下線
文字で表記した

sスィ

上下の前歯の間に舌先を入れ（「タ」は前歯に舌先が触れる）、中に引き抜
きながら声を出す。「タ」と区別するため、斜体下線文字で表記した。

Θ・ðタ・ダ
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単語は、英語を構成する積み木のブロックのようなものです。積み木の積み方に関する「文法」をいく

ら知っていても、その元になるブロックが乏しければ、思い通りの英語は話せません。しかし、単語の学
習は単調でつまらないものです。

この速習法は、頭に詰め込むだけの苦痛を伴う「暗記もの」である単語学習を、様々な仕掛けと習慣

化によって楽しめる作業に変えるだけでなく、音⇒綴り方の法則（フォニックス）に加えて語源や造語法に
ついて触れることで、単語学習における「法則性」を学び、高校以降の大量語彙習得の基盤を作る
ことを目的としています。

まず、習慣化することが大切。1回最低１０分、できれば20分、必ず次の６つのステップを毎日続けて
ください。きちんとやれば、1週間で５０語、半年で中学英単語１４００語をを制覇できます。

初日：課題の単語リストに沿って、1単語あたり発音と意味を2回ずつ唱える。
（例：ケｪアットｩ → 猫 → ケｪアットｩ → 猫）

注：1)「発音」は赤文字の部分が第1アクセント。 強く読んでください。
2)「意味」は大きな字（基本の意味）だけ読んでください。

2-3日目:順番に50単語を読んだら、また最初に戻る。慣れてくれば10分で5～6周できるようになります。

４日目：スペルだけを見て「発音→意味」が言えたら、パソコンに挑戦。45個勝てたら合格です。

５日目：合格したら、次は「意味→発音」と順番を入れ替えて①を唱えます。

６日目：⑤意味だけを見て英単語が言えたら、パソコン（英訳版）に挑戦。45個勝てたら合格です。

7日目：⑥最後はスペリング。意味を見て、音を頼りに英語を書いてください。そして、スペルの音通りでは
ない 部分を見つけ、そこだけを覚える。これも45個できれば卒業。こうして、1週間で５０語が完了します。

このテキストでは、英語に慣れない人でもともかく単語を発音できるよう、カタカナで振り仮名をつけて
います。日本語の「わ行の」 「ゑ」は「え」と似たような音ですが、その音を区別し、別々のカナを充てるこ
とで書き分けています。しかし、たとえば”ｌ”と”ｒ”のように、英語では区別されているが、日本語では区別し

ていない音には、それらを書き分けるためのカナがありません。
このような事情から、英語単語のカナ表記には、これまでもさまざまな工夫がなされてきましたが、音を

忠実に表そうとするとどうしても発音記号に近いものになり、そのカナの発音方法を学習する必要があり
ました。このテキストでは、英語を学び始めた人に対してこのバードル下げるため、発音の正確さは犠牲
にして、カタカナを読んだ音が、なんとか通じる英語になることを目指して振り仮名のつけかたを工夫して
あります。”th”の音だけはカタカナでは表現できませんが、日本語の「タ」の発音機構にもっとも近いので

タ行のカナを当て、普通のタとは違うことを示すため「タ」と斜体文字に下線を加えて表現しました。その
他の点を含めて以下に注意事項を書いておきます。練習しながら慣れて行ってください。

●中学～大学受験の全3500単語を網羅

●通じる発音が身につく
●語源や文法のウラにある訳も学習

アルファベットは表音文字。単語の表
記規則（フォニックス）が身につき、音
からスペルが書けるようになります。

©TanQkan 2018
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毎日10分iPadに合わせて、九九を覚えるように復唱するだけ。通じる発音
が身に付き、毎週１００語の意味とスペルが覚えられる、音を中心にした速習
法です。

覚えた単語の確認は、iPadとの勝負。意味⇔発音の変換をiPadより早く言
えればあなたの勝ち。次はスペルの確認。音を頼りにスペルを綴る。こうして、
スピード感をもって、快調に楽しく単語を学習します。

意味
頭のなかでは、ことばは、音を手掛かりに
記憶から検索されています。単語の音読
を繰り返して、英単語の音⇒意味の結
びつきを刷り込みます。

音kǽt スペル cat

発音 ケｪアットｩ
英語には日本語にはない音がありま
す。工夫したカタカナ表記で、カタカナ
を 読 む だ け で 通 じ る 発 音 が 覚 え
られます。

発音記号は、正確な発音のためには重要
な武器です。しかし、最初から発音記号を
使うのは、さらにもう一つの言葉を覚えるよ
うなもので大変です。この速習法では、ま
ずカタカナで音を覚え、自然に発音記号に
も慣れるように進めていきます。

探究館は、この速習法を小学生
～高校生の英語学習で実践して
います。

101英単語速習法の特徴

Sep 17, 2018

iPadの画面

①復唱
②競争

③スペル

武蔵境 探究館

www.tanqkan.com



人を表す語尾“er” と”or”
「～をする」という動詞を「～をする人」という意味にす

るには,”teacher”のように動詞の後ろに“er”をつけるの

が一般的です。ところが、数は少ないのですが、同じ
「アー」という発音なのに、“doctor”や“actor”のように“or”
を加える単語があります。そこで“t”で終わる単語には、
発音の都合から”-er”ではなく“-or”を付けるのかなと思え
ば”neighbor“や”character“といった反例もあり、個別に

覚えるしかないようです。ネイティブにその区別を聞いて
みると、”-ter“は「ター」と発音するのに対して、”-tor“は
「トォアー」のように「ォ」の要素が入って心持ち柔らかな
発音になるようです。単語を覚える段階で、柔らかめの
発 音 に 注 意 を 払 っ て 覚 え て し ま う と 一 石 二 鳥 で
すね。

こ の 、 人 を 表 す 語 尾 “ - e r ” は 、 行 為 者 だ け で な
く”computer”(“compute”「計算する」+”er”＝計算機)の
ように「～する物」という意味にも展開していますが、”or”
側にも “e levator”( “e levate”「高く上げる」+”or”＝
エレベータ）のように同様の展開例もあるで要注意です。

似たようなことが、「より～だ」という比較級にもありま
す。比較級を作るのは”smaller”のように”形容詞の後
に”-er”をつけるのが一般的ですが、”major”や”senior”
のような“-or”語尾の比較級もいくつかあります。これら

は文法上「ラテン比較級」と呼ばれるラテン語由来の言
葉でして、ラテン文法の名残で、比較対象を指す“than”
の代わりに“to”を使うという変わり者,覚えておくと便利

です。

-ess

-or

-eer
-is

t

-er

-ee

人を表す接尾辞

⑫①

「ｪア」[æ]は"a" と書く
日本人にとって“l”と“r”の聞き分けが難しいのはよく知

られた話です。しかし、それよりも大事なのが、「アの
「聞き分け」です。

英語では、日本語で「ア」に聞こえる音が、５つの異な
る音（発音記号で書けば[æ,ʌ,ɑ,a,ə]）として区別されて

います。一方、これらの「ア」に対応するアルファベットと
しては“a”、“o”、“u”の３つの文字が使われています。で
すから、英語では、ローマのように単純に“a”は「ア」と
読むことはできず、「ア」は“a”と書けばよい、というに

はいきません。

この「聞き分け」の訓練方法として有効なのが、意識
して「言い分け」ることです。「言い分け」を意識すること
で、その音に関する感度が上がり、「聞き分け」られるよ
うになります。その結果、正しい音がインプットされ、自
分が出す音を修正できるようになるので、発音と聞き取
りがラセン状に上達していくのです。

これら５つの「ア」の中で、最初に取り上げるのは、発
音記号[æ]で表される音です。口の形を「エ」にして「ア」
というと発音なので、[ｪア]というフリガナを付けています。

この音は、日本語には無い音ですが、注意すれば聞き
分けられる特徴的な音で、「言い分け」（発音）も「こつ」
をつかめば容易にできるとっつきやすい音なのです。そ
して、なにより重要なのは、この音に当たる文字は例外
なく“a”です。ですから、この音が「聞き分け」られると、
迷 う こ と な く “ a ” と 書 け ば 必 ず 正 解 になるというメ

リットがあるのです。

それでは、練習を始めましょう。やりかたの手順は裏
表紙の「学習の進め方」に書いた通りですが、最初の
練習であるこのページでは、特にそれぞれの単語の「ｪ
ア」を意識してちゃんと発音するように注意してください。
「リンゴ」は「アップル」ではなく「ｪアプル」、「動物」は「ア
ニマル」ではなく「ｪアニマル」です。右のページにも書い
たように、日本語化している単語は、ちょっと気を抜くと
慣れ親しんだ「カタカナ英語」が出てしまうので、この段
階でしっかりと頭に刷り込んでください。それができたら、
繰り返し音読することで「音⇒意味」のつなが
りを頭に叩き込みます。

なお、「動物」の本当の発音は「ｪアナムゥ」のような音
なのですが、「ｪアニ*マ*ル」とフリガナを振ってあります。
この「ニ*」と「マ*」の星印は、ローマ字で書くと”ni ”
と”ma”となる母音の部分を弱めに言うことで、「音⇒ス

ペル」の学習を助けつつ、通じる発音にするための折
衷案です。母音の弱音化は、英語の発音になれてくる
と自然にできるようになるので、今の段階ではあまり気
にせず進めて構いません。

「ｪア」 ⇒ “a”
100%

スペルの鉄則

ン



“a” は「オ」と読む！
ローマ字では、“a”は「ア」と読むと教わります。一方、

英語では、“a”という文字は単独では、「ｪア」や「エｨ」と
読むのが普通ですが、 このページで見るように“l,r,w,u”
などの子音字を伴って「オー」と読むことが多いのです。
“ a u ” も 「 オ ゥ 」 で は な く “ A u s t r a l i a ” ( オ ー ス ト
ラリア)のよう「オー」と読むことに注意してください。

一方、“o”はローマ字では「オ」ですが、次のページで

見るように「ア」と読むことが多いのです。ローマ字の知
識は捨てて、英語では “a”は「オ」、 “o”は「ア」と読

むのが基本と思ってください。

でも、”natural”のように、語尾の”al”を「アル」とよむ
じゃないか、って思いますよね。確かに、”a”や”o”の読

み方は、表音文字のアルファベットのくせに複雑で
すね。

それでは、次の日本語を読んでください。フリガ
ナと、読みをローマ字で添えておきます。
----------------------------------------------------------------
◆原文 ：王様は 大通りへ 行かれる
◆フリガナ ：オウサマハ オオドオリへ ユカレル
◆読み ：ohsama wa oodoori e ikareru
----------------------------------------------------------------

例えば「ハ」というフリガナは表記通りの”ha”ではな
く”wa”と読んでいますね。ここからもわかるように、フリ

ガナでさえ発音に完全に忠実ではありません。所詮こと
ばというものは、この程度の「ゆれ」はあるものだ覚悟
してお付き合いください。

カタカナ英語を克服せよ！
英単語を学習するときの大敵は日本語の中に入り込

んでしまっている「カタカナ英語」、それも特にアクセント
です。音の方は少々発音が悪くてもなんとか通じるもの
ですが、アクセントが違うと、いくら発音が良くても、英
語としてなかなか認識してもらえません。そして、体に
染み込んでしまったアクセントを修正するのは、容易な
ことではないのです。

例えば”banana”（バナナ）は、「カタカナ英語」では、

最初の「バ」がやや強めになるので「バナナ」と発音され
ます。しかし、英語では「バナーナ」と真ん中の「ナ」にア
クセントが来ます。このドリルでは、アクセント位置をわ
かりやすくするため、大きな太字のフォントで、赤文字
で示していますが、そこまでしても、無意識のうちに慣
れ親しんだ「カタカナ英語」のアクセントで読んでし
まうものです。

ですから、新しい単語を覚えるときは、最初の段階で、
意味と同時に正しいアクセントに慣れるようにしてくださ
い。カタカナ英語との関係で間違えやすい単語には▼
（アクセント注意）◆（発音も注意）のマークをつけてあり
ます。探究館では、新しい単語のリストがスラスラ読め
るようになった段階での自分の声を録音し、アクセント
を確認して、間違って覚えこむ前に訂正をかける
ようにしています。

接尾辞・接頭辞
漢字は偏（へん）と旁（つくり）で構成され、例えば松

や杉の木へんが木に関するものを表します。英単語
の中にも、語頭や語尾に特定の文字列を追加すること
で 元 の 単 語 に 意 味 を 付 加 す る 働 き を も つ 、 接
頭辞や接尾辞と呼ばれる「パーツ」があります。

ここでは、それらの例をいくつか示します。
まず、その代表格が、「～をする」という動詞を「～を

すること（もの）」という名詞に変える名詞化の接尾辞
“tion”です。例えば、informationは、inform 「知らせ
る」という動詞に“-tion”を加えて、「知らせるもの＝情

報」という意味になります。このとき、アクセントの場所
も「インフォーム」から「インフォ*メィシャン」へと動きま
す。このように、”tion”が語尾につくと、その直前の母

音に必ずアクセントが来るという特徴もあるので覚え
ておきましょう。なお、“tion”と結びつく際に、発音やス
ペルの都合で動詞の語尾に(inform + a + tion)のよう
な若干の変化があります。また、動詞が“s”で終わ場
合 は “ - t i o n ” が “ s i o n ” に 代 わ っ た り し ま す 。

次の例は、名詞に「いっぱいある」という意味を加え
て形容詞にする“ful”という接尾辞。「満ちている」という
意味の形容詞 “ f u l l ”から来ています。 “a l ”は名

詞を「～な」という形容詞にします。

次は語頭につける接頭辞。形容詞を「～でない」とい
う逆の意味にする“un-”や、取り除かれたことを意味す
る“dis-”がその代表例。“discover”は“cover”(覆い)を
取り除くので（発見する）という意味になり、さらに名詞
化の接尾辞“-ry”を付けると“discovery”(発見）という名
詞 に な り ま す 。 “ d i s e a s e ” は “ e a s e ” ( 安 楽 )
でなくなるので(苦しみ＝病気)という意味。

この他“re-”（再び）や“com-”(共に)など、様々な接頭

辞・接尾辞がありますが、そのリストを一気に覚えるの
ではなく。個別の単語を覚えていくときに共通点がな
いかと注意して発見しながら学習していく方が、楽しく
て 有 効 な 学 習 法 で す 。 例 え ば 、 中 学 1 年 で 習 う
“station”(駅）という単語は、“stay”(留まる)という動詞

の名詞化つまり、停留所だと再発見するなんて、面
白くありませんか？

接頭辞と漢字の対応

下のリストは、主要な接頭辞と、その意味
に対応する漢字を整理したものです。こうす
ると、英単語がちょうど漢字の熟語のように
理解することができます。例えば：

import = in（中）＋port（運ぶ）=輸入
export = ex(外）＋port(運ぶ）=輸出

-----------------------------------
in(im) (中、不) ex (外)
con (共） dis (離)
pro (前：位置) pre (前：時間)
re (再 、戻） per (完)
ad (向) ob (向、逆）
sub (下) de (下、強、離)
inter (間) trans (移)⑪

カンペティシャン

シ

②



“o” は「ア」と読む
今度は“o”の読み方です。前ページで紹介したように、

“o”は「ア」と読みます。ここに掲げた単語は、ポピュラー、

ストップのように、すでに日本語化しているものが多く、
そのカタカナ表記のほとんどで“o”は「オ」になっていま
す。でも、“college”は「コレッジ」ではなく、「オーマイゴッ
ド」とも言わない、という点を抑えておけば、“o”を「ア」と

読むことも自然と納得できすね。

それでは、このページの単語のスペルを、音だけを頼
りに書いてみましょう。「ア」は“o”, 「オ」は“a”、そして「ｪ
ア」は必ず“a”という原則と、ローマ字で習った子音字
(“aiueo”以外のアルファベット）に関する基本的な知識
を使うだけでこのリストの7割は正しいスペルを書くこと
ができます。さらに“ff”、“ｌｌ”、“tt”、“ｒｒ”といった子音字

のダブりを修正すれば、ほとんど正しく書けるはずです。
音を覚えれば、意味もスペルも同時に学べる！強力

なこの方式の効果はどの程度のものか、さあ、試しに
やってみましょう。

音節（シラブル）について
“ff”, “tt”などの子音字のダブりが出たついでに、音

節について少し触れておきましょう。英単語のスペルを
覚えるのにも役立つ知識なので、「そんなものか」程度
に理解しておいて下さい。

英単語は、１つの母音を中心とした塊（音節）が、ひと
まとまりの音として発音されます。文字としては、母音
字の前後に子音字がくっついて１つの音節を書き表し
ています。ですから母音（字）が１つの単語は、当然1音
節です。母音が複数ある場合、例えば ”popular”
は”po・pu・lar”と３音節に分かれます。音節分解の原則

は、母音を中心に、そのまず前にある子音字を自分の
グループ（音節）に取り込み、次に直後の子音字まで
範囲を広げます。

ところで、ローマ字で小さな「っ」（促音）を表すのに子
音字を重ねて”tt”のように書きますが、実は英語でも同
じようなことが起きているのです。例えば、”office”という
単語は”of・fice”のように２つの音節に分解され、「オﾌ」
と「フィス」に分けて発音されます。このとき、”of”では唇
を軽くかんで“ｆ”を出す準備だけをし、次に”fis”で改め
て”f”が発音するので、促音ではありませんが、２つの“ｆ”
の間に短い「間」が生まれます。あくまでも「オッフィスで
はなく「オ (ﾌ )・フィス」、 ” l e t te r ”は「レッター」では
なく「レ(ﾀ)ター」です。

このように、”tt”や”ll”など子音字が続く場合、そこで音

節が分かれることになりますので、２つの文字に間で小
さな「間」をとり、後半の子音を改めて言い直すように覚
えておけば、子音字がダブっているという事も音だけか
らわかるのです。

前置詞
前置詞は、動詞とその目的語である名詞をつなぐこ

とばですが、使われる状況によって様々な意味を持ち
ます。これら前置詞の多くは、まず、空間的な関係を示
す言葉として生まれ、後に、多彩な意味に展開してきま
した。例えば”for”の場合、「向かう方向」から、⇒目的⇒

代わりといた具合で展開しています。したがって、前置
詞を理解するには、まず基本的な空間的意味を知る必
要があります。しかし、右の表の「意味」は、暗唱する目
的で短い言葉にしてあるので、その意味合いを十分に
表現できません。これを補うために、以下に主要な
前置詞が示す空間的関係のイメージを示します。

at, in, on
＜空間的イメージ＞
at:  限定された場所、地点

arrive at Tokyo (ロンドンから見れば東京は地点）
in: 3次元的に囲まれ、包み込まれている。

sit in the sofa (ソファーに納まって）
on: 表面への接触 put on the wall (壁に貼る）

on the street (その沿道に)

＜時間的な広がりへの展開＞
at ： 分、秒程度の短い時間

at 3 o‘clockは3時（前後数分間）
in ： 年、月、週、午前、時間 (in an hour)

対象の行為がその期間中に完了する期間
on ： 日（慣用的： ｶﾚﾝﾀﾞｰ上の日付のイメージか？）

前置詞の空間的イメージ

toforfrom

under

over

into

onaround

below

above
away

in off

出発点 向かう方向
（到着は？）

到着直前

③ ⑩

・・・の上で；に接して

；およそ



here
(now)
(this)

there
then
that

where
when
what

此（こ＊） 彼（あ＊） 何（ど＊）
( - )         (th-)       (wh-)

所
時
物

あの方

過去 未来

関心事は「今、ここ、私（達）」
そして、「あの方」も⑨

指示語、疑問詞
“th”は日本語に無い音で、発音に苦労する音ですが、

発音機構は日本語のダ行に似ています。試しに「ダディ
デゥデｪド」と言ってみてください。声を出す前に、まず舌
先が上前歯の裏側に当たりますね。“th”を発音するは、

舌先をさらに心持伸ばし、上下の前歯の間から舌先が
見える程度に割り込ませます。そして、声を出すと同時
に、舌先を勢いよく引き戻すとき、舌と前歯の間を通る
息が起こす摩擦音が“th”の音なのです。ここでは、ダ

に 似 て い る が 違 う 音 だ と い う 意 味 で 、 下 線 ・
斜体の「ダ」というフリガナをつけています。

一方、“wh”も発音しにくい音です。例えば“what”は、

「ホ」を言う口ように唇を丸くとがらせてから、軽く「ウ」と
言うとそれらしく聞こえます。

ところで、右の“what”, “where”などの“wh”で始まる

言葉は疑問詞と呼ばれていますが、何、どこ、という疑
問を発しているのではなく、それ自体は「whギャップ」と
呼ばれる情報の欠落を意味しているのです。一方、
“th“で始まる言葉は、下の表のように整理すると、対象

を具体的に指定する指示語の働きをしています。
“What do you like?”という問いは、は“Do you like 

xx?”と聞きたいけれど、xxに当たる対象が特定できな

いときに、「対象物が不明ですが」という意味の前置き
である”what”をき、「答えてください」という質問自体は
後半の“do you like?”が発しているのです。

つまり、“what”には「何？」という質問の機能があるの

では無く、あるのは「対象物は不詳」という意味だけで
す。このようなイメージで理解しておくと、関係代名詞の
“what”も同じ発想から出ていることがわかると思い

ます。

"u" も「ア」と読む
“a”と“o”が終わったところで、今度は“u”です。“u”も主

に「ア」と読まれます。ここにリストした単語の内、かなり
の数の単語がおなじみの「カタカナ英語」になっていま
すが、「ボタン」以外では“u”はちゃんと「ア」になってま
す。ただし、英語では“u”の「ア」は“o”の「ア」より大きく

深い「ア」です。正しい発音方法の具体的なコツは別途
練習していきますが、今の段階では、普通の「ア」と少し
違 う 音 だ と い う 点 だ け を 意 識 し て 単 語 を 覚 え て
いってください。

三単現になぜ"s" がつくのか
ここで、英文法の背景にある「わけ」について考えて

みましょう。例えば、名詞の複数形には“s”がつく、そし
て動詞は3人称の単数のときに“s”がつくと習います。で

は、なぜそうなるのか、疑問に思った事はありませか？
こういう「疑問」を持つことが学習の第1歩。この関

心を突き詰め、納得してから覚えるのが探究流です。
手短に言えば、答えは「強調」です。イギリスは寒い

国で、大きな声で強調するには口を大きく開けなけれ
ばならないので冷えます。そこで、口をすぼめた鋭い
「ス」という音で強調しているのです。

確かに、複数形の“s”は、たった一つではないことを強

調するためのものであることは理解できます。では、な
ぜ、三人称は単数であることを強調する必要がある
のでしょうか？

答えは、お互いに知っている「あの方」であることを強
調するためです。英語で大事なのは、下の図のように
「今、ここ、私達」です。過去や未来はぼんやりしていて、
他人は個性を持たない「あいつら」です。そんな中、三
単現は「あの方」に焦点を絞りスポットライトを当てるた
めに使われます。このスポットライト効果は、英語という
言語の奥底にある特有の感覚です。日本語を話すとき
には、相手や話題にしている第三者に対する目上・目
下の関係が、使われる敬語に自然と反映されるように、
英語では話題の対象にスポットライトを当てるという意
識が、動詞に“s”を自動的に付けさせるのです。ネイティ
ブは、決して文法を意識して”s”をつけているわけでは
なく、あるべき所に”s”がないと話題のピントが定まら

ず「なんとなく気持ち悪い」という感覚なのです。

④

英語は自己中

“Th”の舌の位置



grass

glass

[l ] と [ｒ] の舌の位置

“glass” (ガラス)と“grass” (草）
“glass”と“grass”、この２つはフリガナを振ればどちらも

「グラス」で、日本人には同じ音に聞こえます。でも、ちょう
ど日本語で「オ」と「ヲ」を区別するように、英語では“l”と“r”
は全く違う音として区別されているのです。赤ちゃんは、は
じめは様々な音を聞き分けられますが、この能力は、生
後10か月を境に急速に失われると言われています。様々

な音の中から「ことば」を拾い出して理解するためには、違
う音でも区別せずに同じ音だと認識する、「聞き分けない」
能力が要求されるのです。日本語では“l”と“r”が同じ音だ
として訓練されてきたわけですから、”l”と”r”を別の音として

「聞き分け」るのは大変なことなのです。
ですから、“l”と“r”を聞き分けることは、そう簡単にはでき

ませんので、まず、「ｪアｌの音でやったように「言い分け」
の訓練から始めます。幸い、“l”の音は日本語のラ行に似

た音で、日本語の「ラ」と同じのように、上前歯の裏側に舌
先を当てて出すので、簡単です。一方、“r”は口の中のどこ

にも舌が触れないことを特徴とする音です。このドリルで
は”r”に「_ｩラ」「_ｩリ」 「_ｩル」「_ｩレ」「_ｩロ」というフリガナ
をつけていますが、この「_ｩ」というのは、口を「ウ」の形に
準備し舌を浮かしておくという意味です。 こういう準備をし

てから「ラ」と言うと、舌先が口の中の触れる暇がないまま
音 が 出 る の で 、 “ r ” っ ぽ い 音 に な り ま す 。

右のリストには、“l”と“r”が交互に出てきますので、意識
して言い分けてください。 「_ｩ」に注意して、“r” を「言い分
ける」努力をすることで、単語中の“l”と“r”の違いに敏感に
なり、“r”のときに聞こえるべき音のイメージが頭の中に作
られていきます。このようにして、“r”の前に、軽い「ゥ」とい

う 音 が 聞 こ え て 来 た ら し め た も の 、 聞 き 分 け
の準備ができたことになります。

大母音
(a,o,u)

口先母音
（i,e）

[k] “c” “k”
[s]     “s” “c”

後続の
母音字

発
音

後続母音と使用文字の選択

「ア､ウ､オ」と「イ､エ」
日本語の母音は「アイウエオ」の５つだけです。英語

ではさらに多彩な母音がありますが、これらの母音は
“a,i,u,e,o”の５つのアルファベットを使ってで表されるの
で、この5文字を母音字と呼びます。この内“a,u,o”はす
でに見ましたので、ここでは残りの“i”と“e”を取り上げま
す。 “i”の読み方は「イ」、“e”は「エ」とローマ字と同じ読

み方です。
子音字の場合、読み方はほとんど一通りです。しかし、

“c”や“g”といった一部の子音字には二通りの読み方が
あります。例えば“c”という文字の読み方は、“city”「シ
ティ」, “center”「センター」などサ行（発音記号[s]）の音
と、“cat”「ケェアット」、“cut”「カット」のようなカ行（発音
記号[k]）の二通りがありますが、それはなぜなのでしょ

う？
これら二通りの発音をよく見ると、「ア､ウ､オ」という口

腔内を大きく開ける「大母音」の前ではカ行、「エ､イ」の
口先だけで発音する、「口先母音」の前ではサ行になっ
ています。これは、スペルの読み方の規則をまとめた
フォニックスという体系中の「発音規則」の一つですが、
現象論に過ぎません。個々に現象を覚えるのではなく、
その理由まで探り、納得して理解するのが「探究流」。
実際に発音してみましょう。

”cat”のときの”c”は、口の奥の方を広げる破裂音[k]を
出しますが、”city”の”c”は前歯の下を空気が通る時の
摩擦音[s]になります。つまり、口の奥で出す[k]は大母
音と結びつき、口先で出す[s]は口先母音と結びつく。

自然な流れですね。
では、[k]の音に続いて「イ」や「エ」の「口先母音」を言

いたいときはどうするのでしょうか？そのときは、下の
表に示すように“c”ではなく”k”を使って、king「キング」や
kettle「ケトゥル」のように書きます。また、[s]の音に続
いて大母音を出すときは”salad”や”song”のように
“c”ではなく“s”の文字が使われているのです。

納得いきましたか？それでは、“g”について、同じよう

にまとめてみてください。

ア

イ
ウ

エ

オ

母音の調音点⑤ ⑧
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魔法のE
このページはフォニックスのルールの中で、最も有名か
つ強力なルールである「魔法のＥ(Magic-E)」の事例

を集めたものです。
魔法のＥとは、「単語の語尾が無音の“e”で終わる場

合、その前が 母音字＋子音字の形をしていたら、その

母音字はアルファベット読みになる」というルールです。
例えば、cut「カットゥ」の“u”は「ア」と読みますが、語尾
に“e”をつけるとcute「キュートゥ」となります。語尾の“e”
を 読 ま な い 代 わ り に “ u ” を ア ル フ ァ ベ ッ ト 読 み で

「ユー」と読むのです。
この規則を知っていると、英単語を書くときに、語尾に

無音の“e”が付くか付かないかを、その前の母音字の

読み方から推測することができます。もちろん、規則に
は例外はつきものですが、単語を覚える段階でそれが
「魔法のE」の対象かどうかを確認して、例外だけをきち

んと覚えれば、正確で効率的にスペルを学習できます。

では、なぜ「魔法のE」が存在するのでしょう？探究流

のこの疑問を発すれば、すぐにその根底にある「大母
音推移」という英語史上最大の大変革が見えてきます。
初期の英語では、下に示すようにname（名前）は「ナー
メ」、cut(切る）は「クットゥ」と、ローマ字読みにように発

音されていたといわれています。しかし、１４～１６世紀
にかけて「大母音推移」という現象が起き、全ての母音
の調音点が一段高くなりました。このとき、それ以上調
音点が高くなれない「ウ」や「イ」は重母音化してアル
ファベット読みに変わったのです。ですから、「魔法の
E」という法則は、「大母音推移の結果」を、現象論とし
て捉えたものというわけなのです。 なお、「大母音推

移」が起きた理由については、色々な説がありますが
定説はないようです。

(ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ読み)

魔法のE ….＋ 母音字 + 子音字 + e
(黙字）

"ee" と"ea"
「イー」の音に対して“ee”と書く方が一般的ですが“ea”

と書く単語も決して少なくありません。どちらの書き方を
使うかは、音からだけでは判断でないので、スペルを個
別に覚えるしかありません。でも、ここでのお勧めは、
“ee”は最後まで硬く「イー」と言うのに対して、“ea”は最

後に唇を少し緩めて柔らかくというように「言い分け」て
学習する方法です。

実際ネイティブに聞いてみると、“ea”の場合、”ee”に比
べて“a”の文字に引きずられて少し柔らかい発音になっ

ているようです。このように、始めから「言い分け」方を覚
え て し ま え ば ス ペ ル は 音 通 り に 書 け ば よ く し か も
ちゃんと通じる発音になるので、一挙両得です。

-ing 形のイメージ
中学の英文法では、まずbe動詞＋動詞の-ing形で「～

しているところです」という意味の「進行形」を習います。
その後も、動詞のing形はいくつかの場所で登場するの
ですが、動詞につけた ingは、いったいどういう働き

をしているのか考えてみましょう。
この話をする前に、動詞の「現在形」の意味について

整理しておきます。実は「現在形」というのは、今の瞬間
を指しているのではなく「最近は（たいてい）～していま
す」という意味です。そして、今この瞬間を表すのが-ing
形なのです。”He runs.” が「彼は走る」という事実を言っ
ているだけなのです。ところが、”He is running.”は、「彼

は走っている」といったような単なる情景描写ではありま
せん。息遣いが聞こえ、飛び散る汗を感じるような生々
しさと臨場感を、”running”の表現から感じて下さい。つ
まり”running”は「ゼイゼイ言いながら走る」という状況
（行為）を表していますから、”He is running.”という言
い方は 「彼は”running”の状態にある」ということを意味
します。 ここでbe動詞は”She is beautiful.”が「彼女は

美しい（状態にある）」と言う意味であるのと同じように、
「～の状態にある」を意味しており、be動詞＋ing形の組

み 合 わ せ で 、 特 別 な 意 味 が 生 じ て い る わ け で は
ないのです。

動詞の-ing形をこのように理解しておくと、動名詞や

現在分詞と文法上の名前は違っても、その根底にある
イメージは同じなのです。文法を頭で「覚える」だけでは
なく、ネイティブがそうしているように「感じる」ことを目し
ましょう。

He is running.⑦ ⑥



主語

英文の構造

空は青い

犬は早く走る

このハムはおいしい

私は悲しい

彼は勉強する

父は先生だ

主語

動詞形
容
詞

副
詞

名
詞

詳しい説明
なにが どうした

どんな

目的語
（名詞）

述語
動詞

形容詞副詞

なにになにをした

どのように

走る
食べる

食事

うれしい

花
おいしい

考える 見る

感じる 願う
よろこび

～する

～である

～にいる

～になる

動詞の代表
(隠れたがる)

あなた

動詞 形容詞 名詞

助動詞

できる

だろう
してもいい

かもしれない

しなくては
いけない

すべきだ

～になる

～のようだ

述語

主語

述語 述語動詞

★日本語で述語動詞がない文 ⇒ 英文はbe動詞で記述する。
（~だ。 は断定のs助詞）

主語は土台、主役は動詞

伝える

させる

have

助動詞は動詞の親分


